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シニア世代が輝くまちをめざして
高齢者等元気活躍推進事業

特集　シニア世代が輝くまちをめざして

　日本では急激な少子高齢化と人口減少が進んでいます。シニア世代の生活を支える年金や医療の制度改革の
ほか、介護現場の担い手育成、高齢者雇用の促進など、超高齢化社会を克服するためにシニア世代の活力を得
られるさまざまな手立てが取られています。
　南あわじ市では全国に先駆けた取り組みとして、60 歳以上のシニア世代を対象に意欲や体力にあわせて、無
理なく社会参加する仕組みをつくり、社会での活躍を通して生きがいや健康を保てるよう「高齢者等元気活躍
推進事業」を行っています。具体的な手立てとして、有償ボランティアの「おもいやりポイント制度」、就労支
援の「働くシニア応援プロジェクト」、学びの場の「生涯現役カレッジ」、活躍のための「シニアの生涯活躍総合
相談窓口」を実施しています。人生 100 年時代の到来をうけ、本事業に参加して、いきいきと元気に自分のス
タイルで活躍するシニア世代の人が増えてきています。

　シニア世代の人が 1 回 1 ～ 2 時間のボランティ
ア活動を自分のペースで続けることができます。活
動するとポイントが付与され、商品券と交換したり、
活動先の施設へ寄付したりすることができます。
◆参加者の声
　誰かの役に立っていることがうれしいですね。毎
週予定があることが励みになっています。

◆おもいやりポイント個別相談・説明会（予約不要）
日時　3 月 30 日（木）10：00 ～ 11：00
場所　市役所本館 3 階 304・305 会議室
◆おもいやりポイント制度公開講座（要予約）
　地域での子育てボランティア活動のきっかけにな
る、絵本の読み聞かせ講座を開催します。
日時　3 月 24 日（金）14：00 ～ 15：00
場所　湊地区公民館
講師　木戸内福美さん（絵本作家）
定員　30 人（60 歳以上の市民が対象・先着順）

　市内から公募したモデル事業者とともに、就労時
間や日数、業務内容の見直しに取り組み、これまで
一人で担っていた仕事を小分けにするなど、シニア
が働きやすい仕事を増やしています。
◆参加者の声
第 2 の天職が見つかったと思っています。体に負
担が少ない仕事で周囲のサポートもあり、働きやす
いです。

　座学、体験学習、意見交換などを交えながらシ
ニア世代が社会で活躍を続けるために必要な学び
を支援しています。
◆参加者の声
　カレッジでの学びは「私に
もできる」と自信につながり
ました。

有償ボランティアの
「おもいやりポイント制度」

就労支援の
「働くシニア応援プロジェクト」

学びの場の「生涯現役カレッジ」

活躍のための「シニアの生涯活躍総合相談窓口」

問市民協働課生涯活躍推進室☎ 43-5244

■専門的な仕事

　資格などが必要な仕事に専念できる（身体介護など）
　今までできなかった専門的な仕事に取り組むことができる

・働きたいシニアに働く場所を提供でき、シニア雇用を促進できる
・複数人で分け合える仕事なら担いやすい
（例）清掃・シーツ交換、下膳・配膳、食器洗い、記録の入力

■新しく生み出したシニア向けの「短時間・軽作業」の仕事

シニアが働きやすい仕事を創り出し、労働力確保・生産性向上へ（例）介護施設の仕事

　「無理なく働きたい！」「外に出るきっかけが欲し
い！」など、シニア向けの仕事やボランティアに関す
る相談窓口を開設しています。
日時　３月６日（月）　午後 1 時～ 3 時
場所　市役所本館 1 階 101・102 会議室
❶体力や希望に合わせた仕事やボランティアの情報
提供

 ・「働くシニア応援プロジェクト」の高齢者限定求人
情報

 ・有償ボランティア「おもいやりポイント制度」の
案内

❷市役所各課のお手伝い募集の情報提供
 ・市が募集する仕事やボランティア活動など
❸社会参加につながる学びの支援
 ・履歴書の書き方、面接の受け方、ボランティア

のきっかけとなる講座の案内
❹ハロワークすもとの出張相談窓口開設（予約者
優先）

 ・60 歳からの求人情報
申込方法　電話、FAX、メールで申込み
申込・問合せ先
　市民協働課生涯活躍推進室☎ 43-5244

今
ま
で
の
仕
事
量

切
り
分
け
た
仕
事

切
り
出
し
た
仕
事
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教
え
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

あ
ら
か
じ
め
練
習
し
て
き
た
指

文
字
で
自
分
の
名
前
を
伝
え
た

り
、「
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど
手

話
で
の
あ
い
さ
つ
を
教
わ
っ
て
実

践
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
坂
本
翔と

あ空
さ
ん
は

「
初
め
て
手
話
を
し
た
。
耳
の

聞
こ
え
な
い
人
に
会
っ
た
ら
手

伝
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
八
木
小
学
校
で
１
月
19
日
に

手
話
教
室
が
あ
り
、
３
年
生
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
手
話
教
室
は
、
児
童
た
ち
に

手
話
や
福
祉
の
仕
事
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
手
話
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
吉
田
健
二
さ
ん
（
洲
本
市
）

が
講
師
と
な
り
、
手
話
で
の
自

己
紹
介
や
聴
覚
に
障
害
が
あ
る

人
の
生
活
な
ど
を
児
童
た
ち
に

　
南
あ
わ
じ
市
と
国
立
淡
路
青

少
年
交
流
の
家
（
阿
万
）
は
２

月
９
日
、
災
害
時
に
お
け
る
福

祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
災
害
時
の
施
設
利
用
に
つ
い

て
、
交
流
の
家
か
ら
市
に
提
案

が
あ
り
、
協
定
締
結
に
至
り
ま

し
た
。
大
規
模
災
害
時
に
は
高

齢
者
や
障
害
者
、
妊
産
婦
な

ど
、
避
難
生
活
で
配
慮
が
必
要

な
人
を
受
け
入
れ
ま
す
。
最
大

協
定
書
を
交
わ
し
た
国
立
淡
路
青
少
年
交

流
の
家
の
西
岡
所
長（
右
）と
守
本
市
長

吉
田
さ
ん（
左
）か
ら
手
話
を
教
わ
る
児
童

た
ち

で
３
３
０
人
の
滞
在
が
可
能
で
、

ト
イ
レ
や
浴
槽
が
つ
い
た
個
室

も
あ
り
ま
す
。

　
同
日
、
交
流
の
家
で
行
わ
れ

た
協
定
締
結
式
で
、
守
本
市
長

と
交
流
の
家
の
西
岡
敬
三
所
長

が
協
定
書
に
署
名
。
守
本
市
長

は
「
福
祉
避
難
所
の
確
保
は
課

題
だ
っ
た
。
設
備
が
整
っ
た
施

設
を
活
用
で
き
る
こ
と
は
心
強

い
」。
西
岡
所
長
は
「
２
月
24

日
に
訓
練
も
予
定
し
て
い
る
。

市
と
連
携
し
て
実
践
的
な
教
育

の
場
と
し
て
も
機
能
で
き
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。

淡
路
青
少
年
交
流
の
家
と
協
定

福
祉
避
難
所
と
し
て
活
用八

木
小
で
手
話
教
室

自
己
紹
介
や
あ
い
さ
つ
学
ぶ

　
あ
わ
じ
島
農
協
お
よ
び
全
国

共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
兵

庫
県
本
部
か
ら
南
あ
わ
じ
市
へ
、

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
へ

農
協
・
Ｊ
Ａ
共
済
か
ら
寄
付

感謝状を手にするあわじ島農協の
原口和幸組合長（左）と守本市長

うずまちテラス 灘黒岩水仙郷の完成イメージ図

地域の資源を生かすビッグプロジェクト

　「地域の資源を生かした地元産業の活性化」は市長
就任以来、掲げてきた市政の 5 つの柱の中の一つです。
　世界遺産登録をめざす鳴門海峡の渦潮、日本水仙三
大群生地の一つ灘黒岩水仙郷、日本の夕陽百選の慶野
松原、質の高い温泉などの魅力ある資源を有する本市に
とって、「観光」は最も伸びしろの大きい産業の一つです。
さらに、食料自給率 100％を優に超え、「御

み け つ く に

食国」のブ
ランドを支える、豊かな第一次産業との融合により、見て、
食べて、交流するという体験型、滞在型観光を実現し、
双方の付加価値を一層高め合うことができます。
　2025 年の大阪・関西万博がすぐそこに迫ってきました。
約 2,800 万人を超えると予想される来場者を淡路島に呼
び込み、淡路島観光の起爆剤となるよう、淡路島総合観
光戦略のもと、ストーリー性のある観光や印象に残る体験
の提供など、島内一丸となって「選ばれる観光地」とな
るよう、淡路島 3 市で連携して取り組んでまいります。
　また、本市でも、この好機にあわせ、観光施設のリニュー
アルなどビッグプロジェクトに取り組んでいます。

　大鳴門橋周辺では、鳴門海峡周辺をパノラマで一望
できる絶景「うずまちテラス」が 3 月4 日に竣工を迎えま
す。「道の駅うずしお」も令和 7 年春の再開をめざし、まっ
たく新しいデザインで生まれ変わる予定です。また、皆さ
んの中には、1 月3 日の新聞の一面に掲載された「大
鳴門橋自転車道着工」の記事をご覧になった方もいるの
ではないでしょうか。兵庫・徳島両県は 2023 年度に事
業に着手することを発表しました。これが完成すれば瀬
戸内を１周する総延長500㌔の「セトイチ」サイクリングルー
トとなる瀬戸内大交流圏が見えてきます。
　今年 12 月のオープンをめざす灘黒岩水仙郷も再整備
が着 と々進んでいます。地元関係者等との意見交換の場
でいただいたご提案も取り入れ、現在、水仙シーズンは
もとより、年間を通じた地域活性の場としても活用してい
く方針です。ご尽力くださった関係者の方々の思いのこ
もった、サイクリストからも喜ばれる拠点としてオープンで
きる日を待ち遠しく思っています。
 　「人が人を呼ぶ、何度でも行ってみたくなるまち」の実
現に向け、皆さまとともに進んでまいりたいと考えておりま
すので、引き続き、市政へのご理解とご協力をお願い申
しあげます。

南あわじ市長 守本 憲弘

兵庫県こうのとり賞
岩口　光代 さん  （倭文）

淡路消費者団体連絡協議会理事として、レジ袋削減
や悪質商法被害防止などの活動に取り組まれました。

みどりの章
井本 え り 子 さん  （広田）　　坂本　敦子 さん（倭文）

西久保文代 さん  （伊加利）   村上　洋一 さん  （潮美台）

地域で緑化活動に取り組み、花と緑あふれる美しいま
ちづくりの推進に貢献されました。

受賞おめでとう受賞おめでとう

32
万
７
２
０
０
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。
寄
付
金
は
消
防
団

の
発
電
機
の
購
入
な
ど
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　
寄
付
は
、
同
県
本
部
と
県
内

農
協
の
支
援
活
動
の 

一 

つ
。
防

災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
新
規
契
約
に

応
じ
、
１
件
あ
た
り
１
０
０
円

を
地
方
自
治
体
に
寄
付
し
て
い

ま
す
。
活
動
は
３
年
間
の
実
施

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

オープンキャンパスのお知らせ
日時　3 月19 日（日）13：00 ～ 15：30
場所　吉備国際大学南あわじ志知キャンパス
内容　学科紹介、ミニ講義、個別相談など
申込み・問合せ（要予約）
　大学ホームページからの申込もしくは電話予約
　入試広報室フリーダイヤル☎ 0120-25-9944
※メールアドレスをお持ちでない人は電話でお申込みくだ

さい。申込確認メールを受け取るにはお使いの機器を
確認し、「PC から受信」できるようにしてください

退職教員による最終講義の実施
　2 月10 日、今年度で定年退職する 4 人の教員によ
る最終講義を実施しました。
　講義では、各々が行ってきた研究内容だけでなく、
自身の経験・思い出など、多様なテーマでこれから社
会人になる学生たちに伝えたいことを限られた時間の中
で話しました。講義室は熱心な学生であふれ、真剣に
耳を傾けていました。
　学生には、当日の講義
や研究活動を今後の学
生生活や社会人生活の
中で生かしてご自身の生
活が有意義なものになる
ことを願っています。 多くの学生が参加した最終講義
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接
種
の
対
象
と
な
る
人
へ
は
順

次
、
案
内
文
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
接
種
は
市
内
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。

※
接
種
医
療
機
関
、
接
種
曜
日
、

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
な
ど
は
、

案
内
文
書
送
付
時
か
ら
変
更
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
ご
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た

ワ
ク
チ
ン
接
種

▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン　
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
（
Ｂ
Ａ
．
４
／
５
）
対

応
型
ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
ま
た
は
モ
デ
ル
ナ
社
製
）

　

保
育
所
等
を
利
用
し
て
い
る
保

護
者
が
育
児
休
業
等
を
取
得
す
る

場
合
、
す
で
に
入
所
し
て
い
る
上

の
子
が
退
所
と
な
る
い
わ
ゆ
る「
育

休
退
園
」
の
運
用
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
３
歳
児
以
上
の

お
子
さ
ん
は
小
学
校
へ
の
就
学
対

応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

継
続
利
用
を
認
め
て
お
り
、
お
子

さ
ん
が
２
歳
児
以
下
の
場
合
に
は 

一 

旦
退
園
し
、
復
職
等
に
あ
わ
せ

　
２
月
28
日
に
自
治
体
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
申
請
受
付
が
終
了
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
受
付
期

間
中
に
開
設
し
て
い
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
土
日
祝
日
の
休
日
申
請
窓

口
・
個
別
訪
問
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
月
28
日
ま
で
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人

は
、
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２

弾
（
最
大
２
万
円
相
当
の
ポ
イ
ン

ト
）
の
申
請
が
引
き
続
き
可
能
で

お知
らせ

お知
らせ

１
回
目
接
種
・
２
回
目
接
種

▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
武
田
社
製
、
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス

小
児
（
５
歳
～
11
歳
）
へ
の
接
種

▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン　
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
、
５
～
11
歳
用

乳
幼
児
（
生
後
６
カ
月
～
４
歳
）

へ
の
接
種

　
保
護
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き

接
種
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン　
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
、
６
カ
月
～
４
歳
用

◆
接
種
に
伴
う
効
果
お
よ
び
リ
ス

ク
な
ど
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働

省
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
Ｑ

＆
Ａ
」
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い

て
再
入
園
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
を
確
保
し
て
い
く
た
め
、
育

休
退
園
の
運
用
を
見
直
し
、
２
歳

児
以
下
の
お
子
さ
ん
に
も
、
保
育

所
等
の
継
続
利
用
を
認
め
る
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
ま
す
。

　

新
た
な
運
用
は
４
月
か
ら
適
用

し
ま
す
。過
去
に
育
休
退
園
と
な
っ

た
子
が
い
る
人
で
、
再
入
園
を
希

望
す
る
人
は
、
子
育
て
ゆ
め
る
ん

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
。
市
役
所
本
館
１
階
の
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
特
設
ブ
ー
ス
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

特
設
ブ
ー
ス

▽
日
時　
平
日
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時

▽
内
容　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
申
請
受
付
、

マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
第
２
弾

申
込
支
援

問南あわじ市同ワクチン接種コールセンター☎ 43-5671
　健康課☎ 43-5218

新型コロナワクチン接種 地域行事等再開応援事業の取り組み
～地域のつながり再強化をめざして～

お知
らせ

お知
らせ

問総合窓口センター☎ 43-5212 問市民協働課☎ 43-5244

自治体マイナポイント
申請受付終了

保育継続利用の拡充
（育休退園の廃止）
問子育てゆめるん課☎43-5219 問広報情報課☎ 43-5206

スマホ出張相談窓口３月の予定お知
らせ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
お

困
り
ご
と
の
解
決
を
お
手
伝
い
す

る
ス
マ
ホ
相
談
窓
口
。
３
月
の
予

定
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
窓
口
で
は
ス
マ
ホ
ミ
ニ
講
座
も

実
施
中
。
電
話
で
ご
予
約
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
45
分

予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
０
１
２
０
・
３
３
３
・
８
５
７

※
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
10
時

～
午
後
７
時

◆
火
曜
日
以
外
の
平
日
は
、
市
役

所
本
館
1
階
ロ
ビ
ー
で
開
設

し
て
い
ま
す

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ス
マ

ホ
ミ
ニ
講
座
の
内
容
な
ど
を

日　　程 場　　　所

3 月　7 日（火） 阿万地区公民館

3 月 14 日（火） 伊加利地区公民館

3 月 21 日（火・祝） 灘地区公民館

3 月 28 日（火） 西淡志知公民館

ご
覧
い
た
だ
け
ま

す

　南あわじ市では今年度、コロナ禍で中止を余儀なくされてきた地域の祭りやスポーツ交流事業などの地域行
事再開を応援するため、自治会・地域づくり協議会を対象に「地域行事等再開応援事業補助金」を設けました。
　コロナ禍で希薄になった地域のつながりの再強化をめざし、今春までに約８割の自治会、市内 21 地区すべ
ての地域づくり協議会が事業に取り組む予定です。これまでに実施された地域行事の一部を紹介します。

10 月 16 日に秋祭りを実施。地域内を 4 台の
だんじりが勇壮に練り歩き、沿道では多くの住
民が笑顔でお祭りを楽しみました。

11 月 6 日に「ふれあいタマイチくんまつり
2022」を実施。ステージイベントや体験ブース
などが設けられ、多くの住民でにぎわいました。

7 月 24 日に夏祭りを実施。トラックの荷台を
利用したステージイベントや屋台が設けられ、
多くの住民が交流を深めました。

1 月 15 日に若宮神社のお粥まつりを実施。豊
作を祈願する神事と餅まきが行われ、地域の伝
統行事再開を多くの住民が喜びました。

12 月 11 日に市商工会賀集支部と協力し、イル
ミネーション点灯式を実施。保育園児も参加した
点灯が行われ、地域を優しい空気で包みました。

1 月 2 日に新春グラウンドゴルフ大会を実施。
スポーツを通した健康づくりを図りながら地域
の交流を深め、新たな年の門出を祝いました。

 湊地区自治会

 西淡志知地区・志知自治会

 市地区地域づくり協議会  賀集地域づくり協議会

 福良地区・仁尾自治会

 市地区・福永自治会
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国
内
在
住
の
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
で
退
職
等
に
よ
り
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
の
資
格
を

喪
失
し
た
人
や
、
配
偶
者
の
扶

養
か
ら
外
れ
る
な
ど
し
た
場
合

は
国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
届
出
は
加
入
す
る
時
だ
け
で

な
く
、
被
保
険
者
種
別
が
変

わ
っ
た
時
に
も
必
要
で
す
。
届

出
が
な
か
っ
た
場
合
、
年
金
額

に
影
響
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ

う
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
（
年

金
手
帳
）
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド

も
可
。
た
だ
し
、
運
転
免
許

証
等
の
本
人
確
認
書
類
も
必

要
に
な
り
ま
す
）

•
退
職
日
等
の
わ
か
る
書
類

（
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明

書
、
雇
用
保
険
の
離
職
票
・

受
給
資
格
者
証
、
退
職
証
明

書
、
退
職
辞
令
な
ど
）

　

国
民
年
金
第
１
号
の
被
保

険
者
は
、
毎
月
の
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
所
得
の
減
少
や
退
職
・
失

業
等
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
未

国民年金・こんなときに手続きが必要です
問総合窓口センター☎ 43-5212

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

納
の
ま
ま
に
せ
ず
、「
国
民
年

金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

制
度
」
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
（
年

金
手
帳
）
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド

も
可
。
た
だ
し
運
転
免
許
証

等
の
本
人
確
認
書
類
も
必
要

に
な
り
ま
す
）

•
雇
用
保
険
の
離
職
票
な
ど

（
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

が
退
職
し
た
人
）

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
か
ら
も
加
入
や
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
の
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

明
石
年
金
事
務
所
管
内

出
張
年
金
相
談　

▽
日
時　
４
月
20
日（
木
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間

　
３
月
22
日（
水
）～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付
方
法

　
明
石
年
金
事
務
所
へ
電
話
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　
☎
０
７
８・９
１
２・４
９
８
３

　
４
月
以
降
の
各
種
手
当
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
❷

～
❺
は
手
当
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

❶
は
今
後
、
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

❶
児
童
手
当

▽
対
象
者　
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15

歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
3
月
31

日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人（
公
務
員
は
職
場
か
ら
支
給
）

▽
手
当
額　

３
歳
未
満
＝
月
額

１
万
５
０
０
０
円
、
３
歳
以
上
小

学
校
修
了
前
＝
月
額
１
万
円
（
第

3
子
以
降
は
月
額
1
万
５
０
０
０

円
）、
中
学
生
＝
月
額
1
万
円

※
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人
は
一

律
、
月
額
５
０
０
０
円
（
特
例
給

付
）。
所
得
上
限
限
度
額
以
上
の

人
は
支
給
が
あ
り
ま
せ
ん

▽
支
給
月　
2
・
6
・
10
月

問
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

❷
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象
者　

父
母
の
離
婚
等
で
父

ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

人
、
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人

の
う
ち
配
偶
者
が
一定
以
上
の
障

害
を
持
っ
て
い
る
人

▽
手
当
額　
全
部
支
給
、
児
童 

一 

人

の
場
合
は
月
額
4
万
４
１
４
０
円

※
所
得
・
年
金
等
に
よ
り
金
額
が
変

わ
り 

一 

部
支
給
と
な
り
ま
す
。
所

得
制
限
あ
り

▽
支
給
月　

１
・
３
・
５
・
７
・
９
・

11
月

問
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

❸
特
別
児
童
扶
養
手
当

▽
対
象
者　
20
歳
未
満
の
障
害
児
を

養
育
す
る
父
母
や
、
父
母
に
代
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
▽
手
当
額　

重
度
障
害
＝
月
額

5
万
３
７
０
０
円
、
中
度
障
害
＝

月
額
3
万
５
７
６
０
円

※
所
得
制
限
あ
り

▽
支
給
月　
4
・
8
・
11
月

問
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

❹
特
別
障
害
者
手
当

▽
対
象
者　

障
害
者
手
帳
１
・
２
級

程
度
の
障
害
が
重
複
す
る
な
ど
、

著
し
い
重
度
障
害
の
た
め
日
常
生

活
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
20
歳
以
上
の
人

▽
手
当
額　
月
額
2
万
７
９
８
０
円

※
所
得
制
限
あ
り

▽
支
給
月　
2
・
5
・
8
・
11
月

問
福
祉
課

❺
障
害
児
福
祉
手
当

▽
対
象
者　
重
度
の
障
害
の
た
め
日

常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
20
歳
未
満
の
人
（
障
害

の
永
続
性
が
確
認
で
き
る
年
齢
は

概
ね
３
歳
以
上
）

▽
手
当
額　
月
額
1
万
５
２
２
０
円

▽
支
給
月　
2
・
5
・
8
・
11
月

問
福
祉
課

各種手当のお知らせ
❶❷❸問子育てゆめるん課☎ 43-5219、❹❺問福祉課☎ 43-5216問商工観光課☎ 43-5221

　

南
あ
わ
じ
市
は
鳴
門
市
と
連
携

し
、
滞
在
型
観
光
を
推
進
す
る
た
め

地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
両
市
の
周
遊
コ
ー
ス

を
紹
介
し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
Ａ

４
判
、
24
ペ
ー
ジ
）
を
作
成
し
ま
し

た
。ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

島
外
の
人
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

内
容　
周
遊
コ
ー
ス
６
種
類
、
テ
ー

マ
別
５
種
類
ご
と
に
、
名
所
や

お
す
す
め
の
店
を
紹
介
（「
う
ず

し
お
の
海
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
遊
ぶ
」

「
魚
介
が
旨
い
！
ご
当
地
ラ
ン

チ
」
な
ど
）

南あわじ市・鳴門市周遊パンフレット

「海辺の街を遊ぶCross TRIP」お知
らせ

エコバッグをご利用くださいエコバッグをご利用ください

　株式会社マーナ（東京都・名
な ご や

児耶美
よし き

樹社長）

から寄付があったエコバッグを、昨年７月に自治

会等を通じて市内各世帯へ配布しました。

　エコバックは、南あわじ市の環境施策に共感し

た同社から寄付いただいたもので、世界３大デ

ザイン賞のうちiFデザイン賞(2017)とレッドドット・

デザイン賞 (2016)を受賞しています。

　環境負荷低減のため、エコバッグをご利用くだ

さい。

問環境課☎ 43-5214

名児耶社長に感謝状を贈呈 寄付のあったエコバック

掲
載
ス
ポ
ッ
ト　

グ
ル
メ
、
体
験
、

絶
景
、
お
買
い
物
な
ど
73
カ
所

設
置
場
所　
商
工
観
光
課
、
島
内
の

観
光
案
内
所
、
観
光
施
設
な
ど

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ッ
ク

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す

　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
将
来
の

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
若
者
を

応
援
す
る
と
と
も
に
、
南
あ
わ

じ
市
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
、
最
大
２
万
円

分
の
特
産
品
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。

対
象
者
の
要
件

•
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で

18
歳
～
23
歳（
平
成
10
年
４

月
２
日
～
平
成
16
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）の
人

•
南
あ
わ
じ
市
出
身
で
、住
民

票
の
異
動
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、日
本
国
内
か
つ
淡
路
島

外
に
居
住
し
て
い
る
人 

な
ど

若者ふるさと応援便

問ふるさと創生課☎ 43-5205

申
請
方
法

　
電
子
申
請
ま
た
は
郵
送

申
請
期
限　
３
月
31
日（
金
）

お
届
け
す
る
特
産
品　
特
産
物

通
販
サ
イ
ト「
南
あ
わ
じ
マ

ル
シ
ェ
」で
利
用
で
き
る
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
ま
す
の
で
、

サ
イ
ト
か
ら
ご
自
身
で
特
産

品
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

※
付
与
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
は
有

効
期
限
が
あ
り
ま
す
。忘
れ

ず
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
詳
し
い
要
件
な
ど
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

申請期限　3 月 31 日（金）
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松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

入会説明会のご案内
日時　❶ 3 月  　　　8 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷ 3 月 22 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、働き方
　　　などについて説明します。

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい
○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

　
新
火
葬
場
と
し
て
「
南
あ
わ
じ

市
斎
苑　
桜
花
の
郷
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
４
月
１
日
よ
り
移
転
し

ま
す
の
で
、
参
列
の
際
な
ど
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
所
在
地　
南
あ
わ
じ
市
桜
花
の

郷
１
（
陸
の
港
西
淡
か
ら
車
で

約
６
分
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い

4 月 1 日より火葬場が移転します
問環境課☎ 43-5214

「南あわじ市斎苑 桜花の郷」の外観「南あわじ市斎苑 桜花の郷」位置図

収集品目に加わる「食器類」

ステーションに配布される
紙類回収用の黒色ネット

問環境課☎ 43-5214

ごみ収集カレンダー配布・
ごみ収集方法の変更（食器類・雑がみ）について

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布

　
令
和
５
年
度
版
南
あ
わ
じ
市

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
各

自
治
会
か
ら
３
月
末
ま
で
に
各

戸
配
布
し
ま
す
。

　
自
治
会
未
加
入
世
帯
の
人
は

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、

市
役
所
本
館
１
階
総
合
案
内
で

配
布
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
デ
ー
タ
放

送
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す

ご
み
収
集
方
法
の
変
更

　
４
月
１
日
か
ら
ご
み
の
収
集

方
法
が 

一 

部
変
わ
り
ま
す
。

「
食
器
類
」
の
品
目
が

増
え
ま
す

　
こ
れ
ま
で
「
そ
の
他
の
ガ
ラ

ス
・
陶
器
類
」
で
回
収
し
て
い

た
コ
ッ
プ
、食
器
を
「
食
器
類
」

と
し
て
回
収
し
ま
す
。「
食
器

類
」
は
ガ
ラ
ス
製
、
陶
器
製
に

加
え
、
金
属
製
、
木
製
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
も
対
象
に

な
り
ま
す
。
回
収
し
た
食
器
類

は
選
別
の
う
え
、
海
外
な
ど
で

再
利
用
さ
れ
ま
す
。

「
雑
誌
・
そ
の
他
の
紙
類
（
雑

が
み
）」
の
回
収
方
法
が
変
わ

り
ま
す

　

自
治
会
指
定
の
「
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
に
黒
色
ネ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
す
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
箱
や

菓
子
箱
な
ど
、
紙
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ク
の
つ
い
た
紙
類
を
、

ネ
ッ
ト
に
入
れ
て
出
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
な
お
、
従
来
ど
お

り
紙
袋
に
入
れ
て
出
し
て
い
た

だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
雑
誌
類
は
、
従
来
ど
お
り
ヒ

モ
で
十
字
に
縛
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い

※
分
別
方
法
の
詳
細
は
、
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
折
込
の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 ❶国民健康保険税・・・【9期】
 ❷後期高齢保険料・・・【9期】

※納付が困難な場合は、各担当課までご
相談ください

（問）❶税務課☎43-5213
　　❷長寿・保険課医療保険係☎43-5257

今月の納期限は３月31日（金）今月の納期限は３月31日（金）

　
兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
選
挙
や
候
補
者
に
関
す
る

情
報
を
点
字
ま
た
は
音
声
（
朗

読
Ｃ
Ｄ
）
に
し
た
「
選
挙
の
お

知
ら
せ
」
を
、
視
覚
に
障
害
の

あ
る
人
に
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

対
象
の
選
挙

　

国
政
選
挙
、
県
知
事
選
挙
、

県
議
会
議
員
選
挙

申
込
方
法

　
兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
で
の

配
布
を
希
望
す
る
人
は
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
希
望
の

種
類
（
点
字
ま
た
は
音
声
）
を

電
話
、
メ
ー
ル
で
兵
庫
県
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
一
度
申
込
み
を
す
る
と
、
以

後
の
選
挙
か
ら
は
自
動
的
に
郵

送
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
７
８・３
６
２・３
１
０
１

　

shichoushinkouka@
pref.

hyogo.lg.jp

点字および音声による
「選挙のお知らせ」無料配布
問兵庫県選挙管理委員会☎ 078-362-3101

案内

　
兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
が
３
月

31
日
告
示
、
４
月
１
日
～
８
日
期

日
前
投
票
、
４
月
９
日
投
開
票
の

日
程
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
選
挙

に
関
す
る
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
４
月
号
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
３
月
31
日
の
告
示
日
に

立
候
補
し
た
人
が
１
人
の
場
合
、

投
票
は
行
い
ま
せ
ん
。
立
候
補
の

状
況
、
投
票
の
有
無
な
ど
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

デ
ー
タ
放
送
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

兵庫県議会議員選挙に
関するお知らせ

問市選挙管理委員会事務局☎ 43-5004

お知
らせ

お知
らせ

問農林振興課☎ 43-5223

有害鳥獣の捕獲活動実施

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
許
可
を

受
け
た
捕
獲
活
動
従
事
者
が
、

市
内
の
山
林
周
辺
で
銃
器
や
ワ

ナ
に
よ
る
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
３
月
16
日
（
木
）
～
11
月
14

日
（
火
）

注
意
事
項
等

　
入
山
者
、
従
事
者
は
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

•
銃
器
に
よ
る
捕
獲
活
動
時
に

は
、
山
林
へ
の
立
ち
入
り
は

お知
らせ

お知
らせ

控
え
て
く
だ
さ
い
。

•
ワ
ナ
は
非
常
に
危
険
で
す
の

で
、
設
置
の
看
板
が
あ
る
場

所
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

•
捕
獲
活
動
従
事
者
は
、
ワ
ナ

に
は
猟
具
ご
と
に
標
識
を
付

け
、
銃
猟
時
に
は
猟
犬
の
管

理
を
徹
底
し
、
必
ず
矢
先
の

安
全
確
認
を
行
う
な
ど
、
事

故
や
違
反
の
な
い
活
動
を
徹

底
し
て
く
だ

さ
い
。

陸の港西淡

至 湊南あわじ市斎苑

至 賀集

至 榎列

至 阿那賀

神戸
淡路
鳴門
自動
車道

桜花の郷
マルナカ
南あわじ店



お知らせ

2023.3.1発行 12121313

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

•しろあり　•はち
•ゴキブリ　•ムカデ
•ネズミ　　•イタチ
•ハト　　　•コウモリ
•その他害虫☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

お知
らせ

委員会
日程 委員会 内容

3月16日（木） 総務文教常任委員会 付託案件
の審査等3月20日（月） 産業厚生常任委員会

本会議
日程 内容

  2月21日（火）
  2月24日（金）

①令和5年度施政方針表明
②令和5年度一般会計、特別会計、公営企業会計
　予算上程（説明）
③条例案上程（説明、質疑、委員会付託）
④令和4年度一般会計、特別会計補正予算上程
　（説明、質疑、委員会付託）
⑤その他の案件上程
　（説明、質疑、討論・表決（一部）、委員会付託）

3月2日（木）、
3日（金）、6日（月）

①一般質問(代表・個人）（令和5年度予算・　
施政方針の総括質疑を含む）

3月8日（水）

①一般質問(代表・個人）（令和5年度予算・
　施政方針の総括質疑を含む）
②令和5年度一般会計、特別会計、公営企業会計
　予算（質疑、委員会付託）
③追加議案上程
　（説明、質疑、討論・表決（一部）、委員会付託）

3月24日（金） ①付託案件委員会審査報告（質疑、討論、表決）
②追加議案上程（説明、質疑、討論、表決）

第118回市議会
定例会日程（３月）

※令和 5年度予算は予算審査特別委員会を設置し審査を
行います。審査の日程については、予算審査特別委員
会設置後、３月10日（金）・13日（月）・14日（火）・
15日（水）で調整を行う予定

◦ YouTube（ユーチューブ）で本会議、委員会
のライブ配信を行っていますので、ご利用く
ださい
　※チャンネル名：兵庫県南あわじ市議会

問議会事務局☎ 43-5005

※開会はすべて午前10時～

※開会はすべて午前10時～

　
定
期
券
を
購
入
し
、
高
速
バ
ス

等
を
利
用
す
る
通
勤
・
通
学
者
へ

交
通
費
の 

一 

部
を
助
成
し
ま
す
。

島
外
通
勤
・
通
学
者

▽
区
間　
最
寄
り
の
高
速
バ
ス
乗

り
場
か
ら
高
速
舞
子
ま
た
は
小

鳴
門
橋
、
岩
屋
港
か
ら
明
石
港

▽
助
成
率　
通
勤
者
＝
20
％
（
通

勤
手
当
差
引
後
）、
通
学
者
＝

30
％

島
内
通
学
者

▽
区
間　
最
寄
り
の
高
速
バ
ス
乗

り
場
か
ら
津
名 

一 

宮
IC
ま
た
は

北
淡
IC
ま
で

▽
助
成
率　
20
％

　

市
内
の
企
業
・
事
業
所
の
若

者
等
の
雇
用
促
進
を
目
的
と
し
た

Ｐ
Ｒ
動
画
を
募
集
し
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
魅
力
的
な
動
画
で
企
業
・
事

業
所
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。

対
象
事
業
者　

本
店
お
よ
び
支

店
・
事
業
所
が
南
あ
わ
じ
市
に

所
在
し
て
い
る
、
人
材
確
保
を

必
要
と
す
る
事
業
者

動
画
の
内
容　
企
業
・
事
業
所
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
、
雇
用
促
進

が
期
待
で
き
る
も
の

※
動
画
撮
影
等
は
行
い
ま
せ
ん
。

各
自
で
制
作
を
お
願
い
し
ま
す

通勤・通学する人へ
交通費を助成

若者の雇用促進へ
企業 PR 動画を募集

問ふるさと創生課☎ 43-5205 問ふるさと創生課☎ 43-5205

お知
らせ

申
請
方
法　
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
定
期
券
購
入
後
１

カ
月
以
内
に
提
出

必
要
書
類　

❶
在
職
・
在
学
証

明
書
（
年
度
初
回
の
申
請
時
の

み
）
❷
定
期
券
の
写
し
❸
請
求

書
兼
振
込
依
頼
書
❹
通
勤
手

当
支
給
額
証
明
書
（
通
勤
者
の

み
）
❺
申
請
者
の
未
納
税
額
の

な
い
証
明
書
（
年
度
初
回
の
申

請
時
の
み
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

規
格
・
条
件

▽
画
面
解
像
度　

１
２
８
０
×

７
２
０
（
Ｈ
Ｄ
）、
１
９
２
０

×
１
０
８
０
（
フ
ル
Ｈ
Ｄ
）

▽
ア
ス
ペ
ク
ト
比　
16
：
９

▽
推
奨
形
式　
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
４
、
Ａ

Ｖ
Ｉ
、
Ｆ
Ｌ
Ｖ

▽
動
画
の
長
さ　
１
分
30
秒
～
３

分
程
度

掲
載
方
法　
Ｙｏ
ｕ
Ｔｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
公
開
し
た
動
画
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

お知
らせ

出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

（
国
の
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
）

　
妊
婦
お
よ
び
子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援

と
し
て
応
援
ギ
フ
ト
（
給
付
金
）
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
お
早

め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
が
必
要
な
人

❶
出
産
応
援
ギ
フ
ト

•
令
和
４
年
４
月
以
降
に
妊
娠
届
を
提
出
し
た

（
す
る
）
妊
婦
の
人

•
妊
娠
届
出
以
降
、
流
産
等
で
出
産
に
至
ら
な

か
っ
た
人

❷
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

•
令
和
４
年
４
月
以
降
に
出
生
し
た
乳
児
を
養

育
す
る
人

※
❶
❷
の
対
象
者
へ
は
、
案
内
を
送
付
し
て
い

ま
す

▽
支
給
額　
❶
出
産
応
援
ギ
フ
ト
：
妊
婦
１
人

に
つ
き
５
万
円
❷
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
：
乳

児
１
人
に
つ
き
５
万
円

※
２
月
以
降
に
南
あ
わ
じ
市
に
転
入
し
た
令

和
４
年
４
月
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

が
い
る
家
庭
で
、
転
出
元
の
市
区
町
村
で
給

付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
健
康
課
（
☎
43
・

５
２
１
８
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　
３
月
15
日
（
水
）

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
相
談
窓
口

▽
内
容　
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る

不
安
や
困
り
ご
と
な
ど

▽
相
談
先　
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

　
子
育
て
学
習
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
42
・
７
７
０
３

出産・子育て応援ギフトの申請はお済みですか
問健康課☎ 43-5218

申請期限　3 月 15 日（水）

　
令
和
６
年
３
月
卒
業
予
定
の
大
学

生
等
を
含
む
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者

お
よ
び
就
職
活
動
を
す
る
人
の
家
族

を
対
象
に
、
合
同
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日
時　
３
月
18
日
（
土
）
正
午
～
午

後
４
時
５
分
（
受
付
時
間
は
午
前

11
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
）

場
所　
神
戸
サ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

参
加
企
業　
30
社
程
度

※
参
加
方
法
な
ど
詳
し
く
は
同
事
務

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
「
東
浦

IC
」
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
料
金
所
に
な
り

ま
す
。

運
用
開
始
日
時

　
４
月
３
日
（
月
）
午
前
０
時

利
用
方
法　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
で
の
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
使

え
な
い
状
態
で
誤
っ
て
進
入
し
た

場
合
、後
退
せ
ず
に
「
サ
ポ
ー
ト
」

と
表
示
さ
れ
た
レ
ー
ン
で
、
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
料
金
所
の
詳
細
は
、

本
四
高
速
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い

淡路島就活ＥＸＰＯ
「求人企業合同説明会」

4 月 3 日から
東浦 IC が ETC 専用に

問淡路地域人材確保協議会事務局☎ 26-2086 問本四高速お客さま窓口☎ 078-291-1033

案内 案内

募集
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2023.3.1発行 14141515

会計年度任用職員の募集

農政推進業務の事務員
1地域農業に関する市内集落の地域計画策定に向けた相談対

応や策定支援、その他各種事務補助等2平日午前９時～午後

５時（１日７時間、週５日）3普通自動車運転免許、ワード・

エクセル等、パソコンの基本操作ができる人4１人5月給

141,120 円 6 履歴書に写真を貼り、資格証等の写しを添え

て申込先へ持参または郵送73 月 15 日（水）まで8農林振

興課☎ 43-5223

老人福祉センター湯の川荘の業務員
1受付および清掃2土または日曜日の午後5時～午後8時（1

日 3 時間、週 2 日以内の勤務、期間は 4 月～ 8 月）3ワード・

エクセル等、パソコンの基本操作ができる人4若干名5時給

960 円 6履歴書に写真を貼り、申込先へ持参または郵送73

月 13 日（月）まで8長寿・保険課☎ 43-5237

1業務内容2勤務時間3要件4募集人数
5賃金6申込方法7申込期間8申込先・問合せ
※保険・選考方法等はお問合せください

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
令
和
５
年

度
に
非
常
勤
職
員
（
会
計
年
度
任

用
職
員
）
と
し
て
働
い
て
い
た
だ

け
る
人
の
登
録
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

非
常
勤
職
員
（
会
計
年
度
任
用
職

員
）
登
録
者
と
は･･･

　
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
職
種
や

勤
務
時
間
等
を
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
市
役
所
内
各
課
か
ら
仕
事
の

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、
条
件
に

合
う
人
を
登
録
者
の
中
か
ら
選
考

し
、任
用
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

登
録
さ
れ
て
も
直
ち
に
任
用
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

職
種　
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
、

調
理
員
（
保
育
所
ま
た
は
給
食

セ
ン
タ
ー
）、
事
務
補
助
員
な
ど

※
他
の
職
種
も
あ
り
ま
す
の
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

登
録
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
総
務
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
総
務
課
に
用
意
し
て
い

ま
す
。

受
付
期
間

　
随
時
受
付

募集
令和５年度非常勤職員（会計
年度任用職員）登録者の募集

問総務課☎ 43-5001

　
２
月
１
日
か
ら
当
面
の
間
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
湯
の
川
荘
の
営

業
時
間
と
休
館
日
を
変
更
し
て
い

ま
す
。

営
業
時
間　
月
・
火
・
木
・
金
曜

日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、

土
・
日
曜
日
の
午
前
10
時
～
午

後
７
時

休
館
日　
水
曜
日

お知
らせ

お知
らせ

湯の川荘の営業時間・
休館日の変更

問長寿・保険課☎43-5237

　
南
あ
わ
じ
市
農
業
委
員
お
よ
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
３
月
16
日
（
木
）
～

４
月
13
日
（
木
）
ま
で
（
必
着
）

募
集
人
数　
農
業
委
員
19
人
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
35

人
任
期　
令
和
５
年
８
月
１
日
～
令

和
８
年
７
月
31
日
（
３
年
間
）

申
込
方
法　

推
薦
書
ま
た
は
応

募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
添
付
書
類
と
と
も
に
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
持
参
（
平
日

の
み
）
ま
た
は
郵
送

募
集
対
象
者　
農
業
に
関
す
る
知

識
や
農
地
等
の
利
用
最
適
化

の
推
進
に
熱
意
が
あ
り
、
職
務

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
人

※
資
格
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

募集
農業委員、農地利用
最適化推進委員の募集

問農業委員会事務局☎ 43-5236

　
小
井
自
治
会
、
鳥
井
自
治
会
で

は
、
宝
く
じ
の
収
益
を
財
源
と
し

た
（一財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

「
令
和
４
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
活
用
し
、
だ
ん
じ
り

備
品
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

　
だ
ん
じ
り
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
保

管
さ
れ
、
祭
り
を
通
し
て
、
よ
り

一層
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

が
図
ら
れ
ま
す
。

修
繕
箇
所

•
小
井
自
治
会
（
土
呂
台
、上
柱
、

布
団
台
、
枡
組
、
挟
間
、
木
鼻
、

飾
り
金
具
）

•
鳥
井
自
治
会
（
各
種
棒
、
布
団

生
地
）

コミュニティ助成事業の活用事例紹介
問ふるさと創生課☎ 43-5205

　
市
内
で
は
、
梅
雨
以
降
の
降
水

量
が
例
年
を
大
き
く
下
回
っ
て
お

り
、
三
原
川
水
系
の
ダ
ム
の
貯
水

位
は
過
去
最
低
水
位
を
記
録
し
て

い
ま
す
。

　

三
原
川
水
系
の
ダ
ム
の
水
は
、

水
道
水
や
農
業
用
水
に
使
用
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
天
候
次
第
で
は

深
刻
な
状
況
に
な
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

水
道
水
の
安
定
給
水
お
よ
び

稲
作
に
お
け
る
水
源
確
保
の
た
め

に
、
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

水
位
低
下
が
著
し
い
ダ
ム

　
牛
内
ダ
ム
、
大
日
ダ
ム
、
成
相

ダ
ム
、
北
富
士
ダ
ム

節水にご協力ください
問淡路広域水道企業団☎ 42-5896

案内

問
淡
路
広
域
水
道
企
業
団

　
☎
42
・
５
８
９
６

問
成
相
川
水
系
水
利
用
協
議
会
・

牛
内
ダ
ム
放
流
意
見
交
換
会

（
事
務
局
：
洲
本
土
木
事
務

所
）
☎
26
・
２
０
５
７

牛内ダム

平常時満水位から平常時満水位から
約 17 ｍ低下約 17 ｍ低下

淡路ファームパーク・イングランドの丘

飼育中のコアラが天国へ

　淡路ファームパーク・イングランドの丘で飼育していた

コアラ３頭が死亡しました。

　史上最高齢のコアラとしてギネス世界記録に認定さ

れていた雌の「みどり」は昨年11月23日、25歳で息を引

き取りました。「ゆうき」（13歳・雄）は1月27日に亡くなり、

生後5カ月の赤ちゃん（雄）は1月28日に死亡が確認され

ました。３頭のご冥福をお祈りします。 （左）小井自治会が整備した飾り金具（右）鳥井自治会が
整備した布団生地

湯の川荘の外観

施設内の浴場
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問
南
あ
わ
じ
市
卓
球
協
会（
奈
良
）

　
☎
０
９
０
・
２
３
８
９
・
７
２
０
６

Ｎ
Ｈ
Ｋ
︲
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
の
募
集

▽
応
募
期
限　

３
月
20
日（
月
）

▽
応
募
内
容　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
思
い

出
の
場
所
、
風
景
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド

▽
応
募
方
法

❶
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募

❷
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
ら
応
募

　
F
　

03
・
３
４
６
５
・
１
３
２
７

❸
ハ
ガ
キ
・
封
筒
で
応
募

　
〒
１
５
０
︲
８
０
０
１　
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
こ
こ
ろ
旅
」
係
へ
送
付

※
兵
庫
県
の
旅
の
放
送
は
、
５
月

15
日（
月
）～
19
日（
金
）の
予
定

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
・
０
６
６
・
０
６
６

　
☎
０
５
０
・
３
７
８
６
・
５
０
０
０

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員　

６
人（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

約
１
時
間

▽
日
時　

３
月
25
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
持
ち
物　
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル

可
）、室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

飲
み
物

▽
定
員　

15
人

❷
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座

▽
内
容　
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断

と
そ
の
人
に
合
っ
た
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

▽
日
時　

３
月
25
日（
土
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
持
ち
物　

普
段
使
用
し
て
い
る

化
粧
道
具
、
自
立
す
る
鏡

▽
定
員　

８
人

❶
・
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

３
月
11
日（
土
）

問
働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６

第
18
回
手
し
ご
と
市
あ
わ
じ

ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ツ　
み
な
い
こ

マ
ル
シ
ェ

▽
日
時　

３
月
19
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

美
菜
恋
来
屋

▽
出
店
者　

27
ブ
ー
ス

▽
内
容　

手
し
ご
と
作
品
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

※
収
益
金
の
一
部
は「
笑
顔
に
で

あ
う
」「
犬
猫
の
保
護
基
金
」に

使
用
し
ま
す

※
荒
天
中
止

問
同
実
行
委
員
会（
三
木
）

　
☎
０
９
０
・
５
１
５
２
・
８
４
５
２

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

病
気
の
予
防
・
対
処
を

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は

「
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持

ち
、
軽
度
な
体
の
不
調
は
自
分
で

手
当
て
す
る
こ
と
」
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
状
態

や
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
市

販
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
）
を
上
手

に
利
用
す
る
な
ど
し
て
健
康
維
持

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
長
寿
・
保
険
課

　

☎
43
・
５
２
５
７

３
海
峡
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作

戦
パ
ネ
ル
展

▽
内
容　

鳴
門
海
峡
の
渦
潮
の
世

界
遺
産
登
録
を
目
指
し
た
活
動

内
容
の
パ
ネ
ル
を
展
示

▽
日
程　

３
月
６
日（
月
）～
10
日

（
金
）

▽
場
所　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

問
３
海
峡
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作

戦
実
行
委
員
会

　
☎
０
８
０
・
８
５
４
１
・
０
３
８
５

神
戸
運
輸
監
理
部
か
ら
の

お
願
い

　

毎
年
、
年
度
末
は
自
動
車
の
検

査
・
登
録
申
請
窓
口
が
非
常
に

混
雑
し
ま
す
。
手
続
き
は
、
比
較

的
混
雑
し
て
い
な
い
３
月
中
旬
ま

ク
、離
乳
食
、お
菓
子
な
ど

▽
提
供
不
可
の
食
品

　

賞
味
期
限
が
３
月
31
日
よ
り
前

の
食
品
、生
鮮
食
品
、冷
凍
食

品
、ア
ル
コ
ー
ル（
み
り
ん
、料
理

酒
は
除
く
）な
ど

※
食
材
提
供
を
受
け
た
い
人
の
お

問
合
せ
は
、市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
44
・
３
０
０
７
）ま
で

問
市
消
費
者
協
会
事
務
局（
市
民

協
働
課
内
）☎
43
・
５
２
４
４

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
デ
イ

▽
日
時　

３
月
29
日（
水
）、30
日

（
木
）、31
日（
金
）の
午
前
９
時

～
午
後
４
時

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館
、湊

地
区
公
民
館
、中
央
公
民
館
、

福
良
地
区
公
民
館

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）
の
出
前
受
付

　

年
間
最
大
６
５
０
０
円
の
掛
金

で
、全
自
然
災
害
対
象
で
す
。半
壊

以
上
で
再
建
の
場
合
６
０
０
万
円

給
付
。他
の
保
険
と
の
併
用
可
能
。

▽
日
時　

３
月
７
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

16 16 1717

き
月
額
２
５
０
０
円（
屋
根
付
き

５
０
０
０
円
）

◆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
超
、48
万

７
千
円
以
下
対
象

▽【
随
時
】さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

１
戸
、や
え
棟
１
︲
１
号
、３
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
10
年
度

建
築
。家
賃
月
額
６
万
２
０
０
円

（
共
益
費
別
途
）、駐
車
料
金
１

台
に
つ
き
月
額
２
５
０
０
円

※
随
時
募
集
の
現
在
の
応
募
状
況

に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

南
あ
わ
じ
市
健
康
大
学
講
座

受
講
生
募
集

　

健
康
や
医
療
な
ど
に
つ
い
て
医

師
等
が
講
義
し
ま
す
。

▽
期
間　

５
月
～
11
月（
計
８
回
）

▽
日
時　

毎
月
第
３
水
曜
日
の
午

後
１
時
～
３
時
10
分（
５
月
の

み
２
回
）

▽
場
所　

湊
地
区
公
民
館

▽
対
象　
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

▽
受
講
料　

１
０
０
０
円（
５
月

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
富
田
住
宅（
神
代
）

　

１
戸
、C
棟
３
０
３
号
、３
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
７
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
９
１
０
０

円
～
３
万
７
５
０
０
円（
共
益

費
別
途
）

◇
受
付
期
間　

３
月
15
日（
水
）ま

で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

３
月
27
日（
月
）

市
役
所
本
館
１
階

▽【
随
時
】四
季
の
丘
団
地（
阿
万
）

　
１
戸
、Ａ
棟
４
号
・
Ａ
棟
６
号
、３

Ｄ
Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
16
年
度

建
築
。家
賃
月
額
２
万
３
０
０
０

円
～
４
万
７
０
０
０
円（
共
益

費
別
途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ

の
開
講
式
で
集
金
）

▽
申
込
方
法　

申
込
書
に
記
入
し

て
健
康
課
へ
提
出
。申
込
書
は
、

2
月
28
日（
火
）の
新
聞
折
込
ま

た
は
健
康
課
の
窓
口

▽
申
込
締
切　

３
月
31
日（
金
）

※
受
講
者
に
は
４
月
下
旬
に
５
月

の
開
講
式
の
案
内
を
送
付

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　

聴
覚
障
害
の
基
礎
知
識
や
手
話

な
ど
の
意
思
伝
達
技
術
を
習
得
す

る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
昼
間
の
コ
ー
ス

▽
日
時　

４
月
20
日
～
令
和
６

年
３
月
14
日
ま
で
の
毎
週
木
曜

日
、午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館

◆
夜
間
の
コ
ー
ス

▽
日
時　

４
月
20
日
～
令
和
６

年
３
月
14
日
ま
で
の
毎
週
木
曜

日
、午
後
７
時
～
９
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
、洲
本
市

健
康
福
祉
館
、淡
路
市
立
津
名

公
民
館

▽
対
象　

淡
路
島
に
在
住
・
勤
務

す
る
高
校
生
以
上
で
、手
話
の

学
習
経
験
の
な
い
人

▽
受
講
料　

３
３
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
）

▽
定
員　

各
コ
ー
ス
10
人
程
度

▽
申
込
締
切　

４
月
17
日（
月
）

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０
F
　

26
・
１
１
７
５

花
づ
く
り
協
会
会
員
募
集

▽
対
象　

３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

▽
年
会
費　

１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り

２
０
０
０
円

▽
会
員
の
作
業　

公
共
の
場
所
で

の
花
壇
作
り

▽
協
会
の
活
動　

花
苗
配
布
、視

察
研
修
、緑
化
教
室
な
ど

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

い
ざ
な
ぎ
学
園
受
講
生
募
集

　

60
歳
か
ら
始
め
る
大
学
で
生
き

が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▽
場
所　

県
立
淡
路
文
化
会
館

（
淡
路
市
）

▽
申
込
期
限　

４
月
７
日（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

南
あ
わ
じ
市
ふ
れ
あ
い
卓
球

大
会

▽
日
程　

３
月
19
日（
日
）

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場

▽
種
目　

団
体
戦
、D
・
S
・
S

（
男
女
フ
リ
ー
）

※
１
チ
ー
ム
３
人
以
上

▽
参
加
資
格　

島
内
の
チ
ー
ム

▽
参
加
費　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

▽
申
込
締
切　

３
月
10
日（
金
）

▽
申
込
先　

三
原
健
康
広
場

　

F
　

42
・
５
６
３
０

▽
日
時　

３
月
８
日（
水
）の
午
後

６
時
30
分
と
午
後
７
時
30
分

～
、25
日（
土
）の
午
前
11
時
と

午
後
２
時
～

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

　

３
月
３
日（
金
）は
定
期
点
検
の

た
め
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
臨

時
休
業
し
ま
す
。

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来

屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
野

菜
・
果
物
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の
出
荷

物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市
（
淡

路
島
）
を
共
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
？
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

in 

南
あ
わ
じ
市
役
所

　

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
食
品
を
、
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
や
施
設
に
寄
付

す
る
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

３
月
１
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー

▽
提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

　

お
米
、乾
麺
、缶
詰
、イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
、レ
ト
ル
ト
食
品
、調

味
料（
醤
油
、食
用
油
）、粉
ミ
ル

募
　
集

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事
の
中
止
や
施

設
の
休
館
な
ど
、
掲
載
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

継
続
検
査
は
、
自
動
車
検
査
証
の

有
効
期
限
の
満
了
す
る
日
の
１
カ

月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

余
裕
を
も
っ
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

問
神
戸
運
輸
監
理
部
兵
庫
陸
運
部

　

☎
０
５
０・
５
５
４
０・
２
０
６
６

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
花
が
咲
く

ケ
シ
の
中
に
は
、
麻
薬
成
分
が
含

ま
れ
、
栽
培
が
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
種
類
が
あ
り
ま
す
。
淡
路

島
内
で
は
多
く
の
自
生
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
植
え
て
は
い
け

な
い
ケ
シ
を
見
つ
け
た
と
き
は
根

を
残
さ
ず
に
引
き
抜
き
、
燃
え
る

ご
み
と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
食
品
薬

務
衛
生
課
☎
26
・
２
０
６
８

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
心
と
体
に
優
し
い
健
康
体
操
講

座
▽
内
容　

心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ

お
知
ら
せ

催
　
し
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･
家
庭
児
童
相
談
室

　

☎
43
・
５
２
３
９

･
中
央
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
洲

本
分
室

　

☎
26
・
２
０
７
５　

◆
配
偶
者
等
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
関

す
る
相
談

･
市
民
協
働
課

　

☎
43
・
５
２
４
４

･
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

　

☎
43
・
５
２
１
９

◆
障
害
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

･
福
祉
課

　

☎
43
・
５
２
１
６

･
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
０
９
９

す
。
ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▽
曲
目　

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
イ
ン・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
風
紋
、
ム
ー
ン
ラ

イ
ト
・
セ
レ
ナ
ー
デ
ほ
か

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
日
時　

３
月
19
日（
日
）

　

午
後
２
時
～

※
入
場
無
料
、全
席
自
由

問
洲
本
吹
奏
楽
団（
お
き
た
）

　
☎
０
９
０
・
１
５
８
３
・
１
７
４
６

第
６
回
淡
路
島
く
に
う
み
講
座

▽
演
題　

持
続
可
能
な
花
の
ま
ち

づ
く
り
～
手
抜
き
、簡
単
、誰
で

も
で
き
る
花
の
ま
ち
づ
く
り
～

▽
講
師　

白
砂
伸
夫
氏
（
神
戸
国

際
大
学
教
授
）

▽
日
時　

３
月
25
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
定
員　

１
５
０
人（
無
料
）

※
事
前
申
込
必
要

問（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

☎
24
・
２
０
０
１

淡
路
花
祭
２
０
２
３

　

島
内
各
施
設
で
春
の
花
々
を
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
内
容　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、ネ
モ
フ
ィ

ラ（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
）、寄
せ

植
え
教
室（
Ｓ 

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
）

ほ
か

▽
期
間　

３
月
18
日（
土
）～
５
月

28
日（
日
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
、職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

３
月
14
日（
火
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

若
者
就
労
相
談（
要
予
約
）

▽
対
象　

仕
事
に
就
い
て
い
な
い

15
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事
に
悩

み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▽
日
時　

３
月
22
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階
相
談

室
問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　
☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相

談
希
望
者
の
募
集

▽
内
容　

仕
事
や
起
業
、資
格
取

得
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
希
望
す
る
女
性
の
た
め
の
無

料
個
別
相
談（
一
時
保
育
あ
り
）

▽
日
時　

３
月
２
、９
、16
、23
日

の
木
曜
日
❶
午
前
10
時
～
❷
午

18181919

児
童
館
春
季
講
座 

工
作
教
室

▽
内
容　

フ
ェ
ル
ト
製
ペ
ン
シ
ル

ケ
ー
ス
作
り

▽
日
時　

３
月
27
日（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
～

▽
場
所　

児
童
館

▽
対
象
者　

小
学
生

▽
材
料
費　

５
０
０
円
程
度

▽
定
員　

10
人

▽
所
要
時
間　

約
２
時
間

▽
申
込
期
限　

３
月
15
日（
水
）

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

南
あ
わ
じ
音
楽
祭
入
賞
者

凱
旋
コ
ン
サ
ー
ト

　

田
中
正
平
記
念
第
10
回
南
あ
わ

じ
音
楽
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
19
日（
日
）

　

午
前
11
時
～
午
後
１
時

▽
場
所　

湊
地
区
公
民
館 

▽
料
金　

無
料（
カ
ン
パ
制
）

▽
観
覧
申
込　

応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

込
み
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課

　

☎
43
・
５
２
３
２

洲
本
吹
奏
楽
団

第
37
回
定
期
演
奏
会

　

今
回
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
フ
ル

コ
ー
ス
に
見
立
て
た
演
奏
会
で

前
11
時
～
❸
正
午
～

▽
場
所　

兵
庫
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
員　

女
性
相
談
員（
社
会

保
険
労
務
士
、キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
）

▽
申
込
み　

予
約
専
用
番
号

　

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
４

※
電
話
相
談
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

問
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
イ
ー
ブ
ン
）

　
☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
０

教
育
相
談
窓
口（
要
予
約
）

▽
日
時　

３
月
13
日（
月
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
教
育
相
談
窓
口
☎
22
・
４
１
５
２

司
法
書
士
会
に
よ
る
相
談

▽
内
容　

登
記
・
成
年
後
見
・
法
律

の
相
談

▽
日
時　

３
月
15
日（
水
）

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
日
程
な
ど
詳
し

く
は
淡
路
花
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

里
山
基
地
の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程　

３
月
12
日（
日
）

▽
内
容　

草
木
染
め
、
ぜ
ん
ざ
い

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

淡
路
人
形
座（
３
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
戎
舞
」、「
玉
た
ま
も
の
ま
え
あ
さ
ひ
の
た
も
と

藻
前
曦
袂 

神し
ん
ぜ
ん
え
ん

泉
苑
の
段
」、「
一い
ち
の
た
に
ふ
た
ば
ぐ
ん
き

谷
嫩
軍
記 

須す
ま
の
う
ら
く
み
う
ち

磨
浦
組
打
の
段
」、「
日ひ
だ
か
が
わ

高
川

入い
り
あ
い
ざ
く
ら

相
花
王 

渡
し
場
の
段
」、バ
ッ

ク
ス
テ
ー
ジ
、人
形
解
説

◆
定
時
公
演　
午
前
10
時
、午
前

11
時
10
分
、午
後
１
時
30
分
、午

後
３
時

◆
３
月
の
休
館
日

　
毎
週
水
曜
日
、２
日（
木
）、16
日

（
木
）

問
淡
路
人
形
座

　

☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
「
御ご
し
ょ
ざ
く
ら
ほ
り
か
わ

所
桜
堀
川
夜よ
う
ち討 

弁べ
ん
け
い
じ
ょ
う
し

慶
上
使
の
段
」、だ
ん
じ
り
唄

「
御
所
」に
も
な
っ
た
弁
慶
・
お

わ
さ
・
娘
の
信し
の
ぶ夫

な
ど
を
展
示

◆
第
31
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

５
月
７
日（
日
）ま
で

◆
発
掘
調
査
速
報
展
特
別
企
画
南

あ
わ
じ
の
弥
生
ム
ラ
展

▽
内
容　

八
木
の
入
田
稲
荷
前
遺

跡
・
榎
列
の
幡
多
遺
跡
他
の
発

掘
調
査
の
成
果
を
、出
土
品
と

パ
ネ
ル
で
展
示

▽
期
間　

３
月
４
日（
土
）～
21
日

（
火
・
祝
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

第
２
２
６
回
神
代
天
体
観
測
会

「
春
の
星
座
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

３
月
26
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

阿
波
踊
り
体
操

◆
第
１
４
９
回
講
習
会

▽
日
時　

３
月
４
日（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

◆
第
１
２
７
回
講
座

▽
日
時　

３
月
９
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
阿
波
踊
り
体
操
振
興
協
会

　
（
出
田
）☎
55
・
１
１
１
１

文
化
・
ま
な
び

催
　
し

困
っ
た
と
き
、ま
ず
は

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
へ

▽
内
容　

県
政
に
関
す
る
こ
と
、

日
常
生
活
上
の
諸
問
題
な
ど

※
必
要
な
場
合
は
専
門
の
相
談
窓

口
を
紹
介
し
ま
す

▽
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
～

　

午
後
５
時
30
分　

▽
相
談
電
話
番
号（
通
話
無
料
）

　

☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０

※
携
帯
電
話
か
ら
は
利
用
不
可

市
民
生
活
相
談
窓
口 

一 

覧

　

生
活
上
の
悩
み
や
心
配
事
に
対

し
、
電
話
等
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
子
ど
も
・
家
庭
に
関
す
る
相
談

･
家
庭
児
童
相
談
室

　

☎
43
・
５
２
３
９

◆
ひ
と
り
親
家
庭
に
関
す
る
相
談

･
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

　

☎
43
・
５
２
１
９

◆
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

　

午
後
６
時
～
９
時（
１
人
30
分
）

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先　

武
田
司

法
書
士
事
務
所
☎
25
・
３
２
３
０

行
政
書
士
に
よ
る
相
談

▽
内
容　

農
地
法
申
請
、相
続
、許

認
可
、契
約
関
係
な
ど

▽
日
時　

３
月
13
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

▽
定
員　

先
着
３
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先　

　

行
政
書
士
安
田
知
孝
事
務
所

　

☎
43
・
３
１
１
５

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
要
予
約
）

▽
内
容　

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
相
談

▽
日
時　

３
月
22
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先　

兵
庫
県

建
築
士
事
務
所
協
会
淡
路
支
部

（
長
次
設
計
）☎
22
・
１
９
７
６

専
門
栄
養
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

食
品
表
示
に
関
す
る
相

談
、専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
必

要
な
栄
養
指
導
な
ど

▽
日
時　

３
月
13
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
６
２

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

精
神
科
医
に
よ
る
個
別

相
談

▽
日
時　

３
月
14
日（
火
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎
２
階

　

相
談
・
診
査
室

▽
予
約
・
問
合
せ

　

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

地
域
保
健
課
☎
26
・２
０
６
０

相
　
談

　

市民無料法律相談市民無料法律相談（要予約・先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
　　　　（１人20分）
◆日時　14日（火）・23日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244

行政相談行政相談（要予約）
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　9日（木）13:30～15:00
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244

空き家バンクの休日相談空き家バンクの休日相談（要予約）
◆内容　空き家バンクへの登録・利活用に
　　　　関する相談など
◆日時　18日（土）10:00～13:00
◆申込締切　14日（火）17:00
◆場所　市役所本館
※オンライン相談可。平日も相談可
問ふるさと創生課☎43-5205

農地相談農地相談（要予約・先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　24日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236

高齢者の出張相談高齢者の出張相談
◆内容　高齢者の在宅生活での心配ごと
　　　　の相談など
◆日程　❶1日（水）❷8日（水）❸17日（金）
　　　　❹24日（金）❺31日（金）
◆時間　10:00～16:00
◆場所　❶広田地区公民館❷松帆地区
　　　　公民館❸榎列公民館❹賀集地
　　　　区公民館❺福良地区公民館
問地域包括支援センター☎43-5237

高齢者虐待・認知症相談高齢者虐待・認知症相談
◆日時　 平日の8：30～17：15
◆相談　地域包括支援センター
　　　　☎43-5237

生活困窮者相談生活困窮者相談
◆内容　市内在住で経済的な問題などで
　生活にお困りの人の相談
❶自立相談支援事業　専門相談員が、必

要な支援を一緒に考え、自立に向けた支
援を行います。

❷住居確保給付金　離職などにより住居を
失った人などに、就職活動等を条件として
一定期間、家賃相当額を支給します。

問福祉課☎43-5216

３月の無料相談
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※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペー
ジでも番組の
見どころを確
認いただけま
す。

EPG（電子番組表）

問広報情報課映像制作係
☎43-2345さんさんネット

コミュニティチャンネル
３月番組の見どころ

　 撮 っ て お き ☆ 　
毎週月曜日 ８：00 更新
■ 時間　８：00 ～、13：00 ～、20：00 ～

３月６日（月）～12日（日）

・～慢性腎臓病予防講座～
　「あなたの大切な腎臓を守るために知って
　欲しいこと」
　斉藤内科クリニック　腎臓病療養指導士
　坂井敦子 管理栄養士（栄養学博士）

３月13日（月）～19日（日）

・南あわじ市地域おこし協力隊・地域再生 
　協働員　活動報告会

３月20日（月）～26日（日）

・令和５年度　南あわじ市施政方針

　 さ ん さ ん ニ ュ ー ス 　
月曜日～金曜日 ７：30 更新
■ 時間　7：30 ～、12：30 ～、16：30 ～、
　 　　 19：30 ～、22：30 ～

３月１日（水）

・淡路瓦工業組合オンライン工場見学

３月２日（木）

・第15回南あわじランニングフェスティバル

３月６日（月）
・ゆめるんセンター ～いちごひろば～
　ひなまつり会

３月の休館日
毎週月曜日

【市立図書館】
 13 日（月）～ 30 日（木）

【公民館図書室】
 18 日（土）～ 4 月３日（月）

問市立図書館☎53-0234
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　※広田・湊地区公民館図書室は
　　土曜日も17時まで

みんなの図書館
今月のおすすめ本

図書館ホームページ

休館のお知らせ

３月17日（金）
午後７時まで利
用可。４月中旬
再開予定。
※再開後はURLが変わります

　防災士でもある著者によ
る、災害から「命」と「生活」
を守るためのハンドブック。
もしもの時に役立つ防災の
知識や知恵を、イラストや漫
画を用いてわかりやすく解
説します。防災趣味レーショ
ンゲーム「クロスロード」も
紹介。日々の暮らしに防災を
取り入れるコツ、被災後のお
金の話なども掲載です。

ダンノマリコ／著
（春陽堂）

　「スーパーの魚は臭みが
強そう」「下処理が面倒」「捌
けないから、切り身か刺身
しか買わない」…調理への
ハードルから、魚料理を取り
入れることができない人に
向けて、捌き方や下ごしらえ
のコツ、簡単メニューを紹介
するレシピブックです。めざ
すのは、取れたてを調理す
る港町の漁師飯。

天野勢津子／作・絵、矢守克也／協力
（イーストプレス）

家族でそなえる家族でそなえる
防災・被災ハンドブック防災・被災ハンドブック

　ハルキとアユが向かった
のは、深～い地底の世界 !
ダイヤモンドで出来た頑丈
な乗りもので地球の中を
潜っていき、ついに中心部
へ…。地表からマントル・核
へ向かい、また地表へ戻って
くる、往復約１万㌔の壮大
な地底旅行。この本を開け
ば、地底のイメージが大きく
変わるかもしれません。

入舩徹男／作、関口シュン／絵
（福音館）

地球の中に、地球の中に、
潜っていくと…潜っていくと…港町の漁師飯港町の漁師飯

　システム更新および蔵
書点検のため、休館しま
す。ご理解・ご協力をお願
いします。

■ 市立図書館
 ３月13日（月）
    ～30日（木）

■ 公民館図書室
     （中央・広田・湊）

 ３月18日（土）
～４月３日（月）

３月17日（金）午後７時～
は図書館ホームページの
利用・予約ができません。
※電話予約もできません
※「わたしの本棚」は終了 
　します

スマホからスマホから「広報南あわじ」と
「南あわじ市議会だより」を

ご覧いただけます
　行政情報アプリ「マチイロ」をダウンロー
ドすることで、スマートフォンなどから「広報
南あわじ」・「南あわじ市議会だより」をご覧
いただけます。
▶▶  料金料金　　無料（通信費は利用者負担）
問広報情報課☎ 43-5206
　議会事務局☎ 43-5005

※「マチイロ」は㈱ジチ
タイワークスが運営す
るアプリです。広告が
表示されますが、その
内容に南あわじ市は一
切関係ありません

Google PlayApp Store

　　　
192

シリ
ーズ

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

　福良湾には、平清盛の甥・敦盛の首を埋葬した
と伝えられる煙島や、源平合戦の戦場となった鶴
島（弦島）城跡などがあり、平家の栄華と没落を
描いた「平家物語」にはその様子が描かれていま
す。人形浄瑠璃でも源平合戦を描いた作品は数
多くあり、その中でも「一

いちのたにふたばぐんき
谷嫩軍記」は代表的な

作品です。
　淡路人形座では毎年、敦
盛の命日とされる３月20日
前後に「須

すまのうらくみうち
磨浦組討の段」を

上演しており、兵庫県指定文
化財の「二

にきょく
曲」という名の頭

かしら

が敦盛の配役で使用されて
います。

「
敦
盛
の
頭

か
し
ら

」

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
77
回
淡
路
駅
伝
競
争
大
会

（
１
月
22
日
・
ア
ス
パ
五
色
）

③
南
あ
わ
じ
市
（
柏
木
強
・
阿
部

磨
州
・
円
行
歩
夢
・
相
田
莉
夫
・

東
卓
志
）

第
20
回
南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
１
月
29
日
・
文
化
体
育
館
ほ
か
）

ト
リ
ム
Ⅰ
＝
①
34
②
絆ｕ
ｌ
ｔ
ｉｍ

ａ
ｔ
ｅ
③
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
③
Ｓ
Ａ
Ｔ

☆
＇97

ト
リ
ム
Ⅱ
＝
①
宮
崎
家
長
男
②
絆

Ｍ
Ａ
Ｘ
③
絆
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ
③
ブ

ル
ー
マ
リ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
＝
①
み
か
ん
の
か
ん
づ

め
②
ハ
ッ
ピ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
③
ボ
ス

フ
ァ
ミ
リ
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動物の遺棄・虐待は犯罪です
　「動物の愛護及び管理に関する法律」により、
愛護動物を遺棄・虐待した場合には、罰則が
定められています。飼い主は、みだりに繁殖
しないよう適切に措置し、また、命が終えるま
で適正に飼養（終生飼養）しましょう。
問環境課☎ 43-5214

トルコ地震兵庫県義援金

募金箱の設置
◆ 設置場所
　 市役所本館 1 階ロビー、
　 市内の各市民交流センター（21 カ所）
◆ 受付期間
　 ５月８日（月）まで
※義援金は、市でとりまとめた後、令和５年ト

ルコ地震兵庫県義援金募集委員会を通じ被
災地に送付され、現地の復興に活用される
予定です。

◆ 問合せ
　 同委員会事務局（兵庫県危機管理部防災支 
　 援課内）☎ 078-341-7711
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平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

５日（日） 鈴木俊示 医師 齊藤雅文 医師

12日（日） 富本喜文 医師 柴田亮平 医師

19日（日） 友清龍一郎 医師 高田育明 医師

21日（火） 日笠久美 医師 穀内純江 医師

26日（日） 橋田友孝 医師 鈴木俊示 医師

※発熱による受診の場合は、事前に
　電話をお願いします
※新型コロナウイルスの検査はでき

ません

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時（受付は午前５時 40 分）
までの間、医師が輪番で小児夜間救急診療を行って
います。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療

    ３３月の健康カレンダー
※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください。

● 献血
日 曜日 受付時間 場所
10 金 11：30 ～ 16：00 中央公民館

19 日 10：10 ～ 12：00
13：15 ～ 16：00 くつろぎプラザ・シーパ

誤解していない？お酒の飲み方
アルコール依存症とは
　脳の機能が低下し、自分で「お酒を飲む量・
時間・状況」をコントロールすることが徐々
に困難になります。進行すると心身に不調が
生じるだけでなく、周囲の人にもさまざまな
悪影響を及ぼします。

１日の飲酒量の目安
（純アルコール量20㌘まで）
①日本酒（15％）１合
②ビール（5％）500ml
③ウィスキー（43％）60ml
④焼酎（25％）100ml
⑤ワイン（12％）200ml
⑥チューハイ（7％）350ml

※①～⑥のいず
れか一つで純
アルコール量
20㌘

※女性や高齢者
はこの半量

相談先 ※家族からの相談も可
健康課☎43-5218
洲本健康福祉事務所地域保健課☎26-2060

依存症を防ぐポイント
①休肝日を週２日以上つくる
②寝酒や深酒をしない
③目安を守りゆっくり楽しむ
④強いお酒は薄める

Q. よく眠れないときに飲むと
　効果的だよね？
A. 非常に危険です
　「寝酒」の習慣は睡眠の質を低下させます。
はじめのうちは入眠効果を得られますが、習
慣化すると効果が徐々に減っていくため、同
等の効果を得ようとして飲酒量が増えてしま
います。また、アルコールは睡眠を浅くさせ
るため、夜中に目が覚めるなど、睡眠の質を
低下させます。

Q. 自分はお酒に強いから、
　たくさん飲んでも大丈夫だよね？
A. それは誤解です
　アルコールが身体に及ぼす影響は、お酒に
強いかどうかは関係ありません。お酒に強い
人も、弱い人と同じようにアルコールの影響
を受けます。強いからといって適量を超えた
飲酒を続けていると、アルコール依存症や肝
機能障害などを発症しやすくなります。

Q. ストレス解消のために
　飲むのはOK？
A. 飲みすぎは逆効果に
　飲み過ぎるとかえってストレスの原因に。
適量を心がけましょう。アルコールには血流
改善やリラックス効果がありますが、ストレ
ス解消を目的とした飲酒は多量飲酒につなが
り、次第にお酒がないことがストレスとなる
悪循環を招きます。

Q. 毎日飲んでいるけど
　依存症じゃないと思うんですが…
A. 自分では認められないことも
　アルコール依存症は、否認の病と言われて
います。アルコール依存症に陥っても、自分
ではなかなか認めることができません。しか
しお酒を飲みすぎてしまう人なら誰でもなる
可能性があります。飲みたい気持ちを抑えら
れなかったりすることがあれば、まずは相談
してみましょう。

● 健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定、ここ
ろの相談など

16 木  ９：00 ～ 10：30
13：00 ～ 14：30

市役所本館
1 階　　　

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ４年11月生） 24 金

南あわじ市　
保健センター

※受付時間等
は対象者に案
内します

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ４年10月生） 23 木

育児相談 （Ｒ４年８月生） 22 水

10カ月児健康診査 （Ｒ４年５月生） 17 金
 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ３年８月生） ７ 火

２歳児育児相談 （Ｒ２年８月生） ８ 水

３歳児健康診査 （Ｒ1年10月生） 10 金

就学前５歳児健康診査
（Ｈ30年３月１日～４月１日生） 20 月

遊びの教室（予約制）
２ 木

９ 木

発達支援相談（予約制） ２ 木

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
日 曜日 受付時間 場所

23 木 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所

８ 水 14：00 ～ 15：00 中央公民館２階

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

26 日 13：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所

27 月 13：30 ～ 15：00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

８ 水 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）　1 回 100 円
内容 日 曜日 時間 場所

阿波踊り体操 1 水 10：00 ～ 南あわじ市保健センター

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで

新型コロナウイルスに関する医療相談窓口（発熱等受診・相談センター）
❶兵庫県 新型コロナ健康相談コールセンター☎078-362-9980（受付時間：土日祝日含む24時間）
❷洲本健康福祉事務所（健康管理課）☎ 26-2062（受付時間：平日の午前 9 時～午後 5 時 30 分）

発熱等があれば、まずは電話で相談を
発熱等の症状があるなど、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの疑いがある場合、まずはかかりつけ
医等に電話で相談してください。かかりつけ医等がなく、相談先に迷う場合は、次の窓口へ相談してください。
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子子育育てて広広場場 月月

　今年度も残りわずかとなりました。この１年で大
きく成長した子どもたちの姿をうれしく、頼もしく
感じているこの頃です。あと少しですが、楽しい
ひとときを過ごしましょうね。

令和５年２月９日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

※２月号の正解は『つどい』 。63通の応募がありました

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさんさ
んネットコミュニティチャンネル、南あわじ市に対するご意見・
ご感想をお書きの上、広報クイズ係までご応募ください。
■応募締切 　３月 15 日（水）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

2525 2424

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●人　口●人　口  45,115人45,115人（前月比-78人）（前月比-78人）
　    （男）　    （男）  21,752人21,752人（前月比-46人）（前月比-46人）
　    （女）　    （女）  23,363人23,363人（前月比-32人）（前月比-32人）
●世帯数 19,858世帯●世帯数 19,858世帯（前月比-23世帯）（前月比-23世帯）
※令和５年※令和５年２２月月１１日現在日現在

３３

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

浜砂　皓希（阿那賀）

村上修一郎（福　良）

チャン ティ ホウ（阿那賀）

山西　美帆（福　良）

１ 月 21 日

２ 月 ３ 日

結婚

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

金 山　 颯
そ う た

太

前 田　 倫
み ち る

瑠

的 場　　 心
こころ

山 本　 実
み わ

和

佐 野　 彩
あ や り

莉

榎 本　 結
ゆ づ き

月

男

女

男

女

女

女

直 樹

智 己

賢 吾

琢 也

直 樹

尚 文

広 田

湊

広 田

榎 列

広 田

広 田

１ 月 ６ 日

１ 月 10 日

１ 月 14 日

１ 月 16 日

１ 月 23 日

２ 月 ４ 日

出生

山口　幸江

高野キヌエ

岩崎　一子

榎本きみゑ

竹淵　幸子

竜門　　清

堀井　章子

阿部　榮子

志 知

八 木

松 帆

阿 万

松 帆

市

市

阿 万

65

95

90

95

93

94

85

98

１ 月 27 日

１ 月 28 日

１ 月 30 日

１ 月 30 日

１ 月 30 日

１ 月 31 日

２ 月 １ 日

２ 月 ２ 日

岩倉　弘子

前川よ　ゑ

分田　郁子

馬野　藤子

盛野　初美

長濱　克子 

南　ふじみ

萩原　　き

阿 万

倭 文

北阿万

福 良

松 帆

福 良

阿 万

八 木

90

91

92

87

94

98

93

92

２ 月 ２ 日

２ 月 ３ 日

２ 月 ４ 日

２ 月 ５ 日

２ 月 ５ 日

２ 月 ７ 日

２ 月 ７ 日

２ 月 ８ 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

吉田　　明

山田しげみ

市原　正治

三木小夜子

榮　　浩伸

山野　　均

田邉　　　

平野嘉代子

市

倭 文

沼 島

福 良

志 知

倭 文

松 帆

湊

93

90

80

95

62

75

90

80

１ 月 16 日

１ 月 17 日

１ 月 18 日

１ 月 19 日

１ 月 21 日

１ 月 23 日

１ 月 25 日

１ 月 25 日

死亡

●出前ひろば （当日に要申込、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:15
　※４つの出前ひろばは、どこでも参加できます

ひろば名 開設日 場所
みどり 1,3,8,15,17,24 南あわじ市保健センター

せいだん 7,9,14,28 湊地区公民館

みはら 2,9,16,28 働く婦人の家

なんだん 1,3,10,15,17,24 福良地区公民館

●ふれあいプレイルーム （平日9：30～15：30）
　（当日に要申込、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター 公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

●年齢別ひろば　※要申込
ひろば名 開催日 時間 内容等
いちご

（10 カ月
まで）

２日（木） 10:00～
お昼寝アート
先着　20組
費用　100円（当日集金）

ばなな
（11 カ月～） ７日（火） 10:00～

お子さんのツメの 
お手入れ講座
場所　働く婦人の家
先着　20組

ばなな・
ぶどう

（11 カ月～）
14日（火）

9:30～
14:00頃

※ゆめるん
センター駐
車場集合

木のおもちゃ美術館へ
行こう！
定員　14組（申込多数の場 
　　　合は抽選）
締切　３日（金）
費用　800円（入館料）
持参　名札

ぶどう
（今年度３歳

になる子）
16日（木）

9:30～
12:00頃

※ゆめるん
センター駐
車場集合

消防署へ行こう！
行先　洲本消防署
締切　10日（金）

ぶどう
（今年度３歳

になる子）

22日（水） 
23日（木） 10:00～

おめでとうの会
先着　各15組
締切　10日（金）
※詳しくは申込時にお問合 
　せください

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 内容等

ままひろば①
骨盤ストレッチ
　ゆめるんセンター

８日（水） 
10:00～

先着　10組
締切　３日（金）
持参　ヨガマットかバスタ 
　　　オル

ままひろば②
遊字命名紙
　ゆめるんセンター

10日（金）
10:00～

先着　10組
締切　３日（金）
費用　100円（当日集金）
持参　ふでペン

３月のおたんじょうかい
　ゆめるんセンター

13日（月）
10:30～

持参　ウエットティッシュ・ 
　　　インタビューカード

２月９日（木） 手形アート

　「こどもあんしんネット」に登録すると、
最新のゆめるん通信がメールで届きます。右
の二次元コードから簡単に登録ができます。

※２月 15 日現在の行事予定を掲載しています。
　定員に達している場合はご了承ください

　賀集小学校で１月 30
日、淡路島の畜産業など
について学ぶ食育授業が
行われました。給食では
●●●●●のシチューが
提供され、児童らは食材となる命や食に関わる人た
ちへの感謝を込めて味わいました。
　●●●●●に入る５文字をお答えください。　　
　　　　　　　　　　　 　　（ヒントは広報 26 頁）
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　南あわじ市体育協会主催の「南あわじランニングフェ
スティバル」が２月12日、淡路ふれあい公園で開催さ
れました。コロナ禍の影響により、同イベントは３年ぶ
りの開催。晴天に恵まれたこの日、子どもから大人まで
約400人がさわやかな汗を流しました。
　競技はファンランや親子でゴールをめざすファミリー
ペア、チームでタスキをつなぎ制限時間内に何周でき
るかを競うタスキリレーが行われ、各選手が自分にあっ
たコースに挑戦しました。沿道から「頑張れ」「あと少し」
などのたくさんの声援を受けながら懸命にゴールをめざ
しました。

南あわじランニングフェスティバル

400人がさわやかに快走

ファミリーペア部門で快走する親子連れ

　食材となる命や食に関わる人たちへの感謝や淡路島の
畜産業を児童らに学んでもらおうと、１月30日に賀集小
学校で淡路畜産農業協同組合連合会と淡路ビーフブランド
化推進協議会による食育授業が行われました。
　午前中は、グラウンドに親子の淡路和牛が登場。２学年
ごとに、繁殖農家の南昌明さんの説明を聞いたり質問をし
たりして、牛や畜産業についての知識を深めました。また、
牛と触れ合う機会も設けられ、児童らは牛の手触りを確か
めて歓声を上げていました。
　この日の給食は淡路ビーフのビーフシチュー。児童らは、
食材となった牛や給食を届けてくれる人たちに感謝しなが
ら、柔らかい淡路ビーフに舌鼓を打っていました。
　午後は、革製品作家の井口裕章さんを迎え６年生がレ
ザークラフト体験をしました。牛革を使ったキーホルダー
作りを通して、自分たちの生活がいろいろな生き物の命に
支えられていることを児童らが実感する機会となりました。
　６年生の野田彩

いぶき
吹さんは「これからは、食に関わってく

れている人たちや食材となる命に感謝して『いただきます』
と言いたい」と話していました。

「いただきます」に感謝を込めて

賀集小学校で食育授業

01 淡路和牛の手触りを確かめる児童
02 淡路ビーフのビーフシチューに舌鼓
03 牛革のレザークラフト体験

協定書を交わした島内３市長と AWJ の片山代表（左から２人目）

　淡路島内３市と、社会人サッカークラブ「FC.AWJ」
が、スポーツを通じた地域活性化に関する連携協定を締
結しました。
　AWJは Jリーグ参入を目標に掲げ、淡路島を拠点に
活動しています。協定はAWJからの申し出により実現。
イベントなどを通じたスポーツの普及や地域住民の健康
増進などをめざします。
　２月１日に洲本市であった締結式で、AWJの片山純
平代表は「淡路島のシンボルとなれるように活動してい
きたい」と話していました。

スポーツを通じた地域活性化へ

島内３市とFC.AWJが連携協定

0101

03030202

雛道具で遊ぶ津井幼稚園児らと会場の華やかな飾りつけ

　400年の伝統あるいぶし瓦とひな人形が共演する
「瓦とひなまつり」が、２月５日から産業文化センター
で開催されています。
　この催しは、地場産業である瓦をＰＲして「津井」
を活性化させようと、地域住民らでつくる「瓦とひな
の会」が毎年開催。会場には、約1,500体のひな人
形といぶし瓦が一緒に展示されています。２月６日に
は津井幼稚園児６人が訪れ、展示を楽しみました。
　同展示は４月１日（土）まで開催。時間は午前９時
～午後５時。入場は無料です。

ひな人形と瓦の和の共演
瓦のまち「津井」で開催

　都市部から南あわじ市に移り住み、地域活性化や産業振
興の活動を行う地域おこし協力隊と地域再生協働員。２月
10日に市役所で、隊員らの令和４年度活動報告会が開催
されました。
　報告会では、地域おこし協力隊として農産物の地産地消
の推進などを行う高杉千春さん、水産物の販売支援等に
関する活動を行う黒田智昭さん、阿万地区の活性化に関
する活動を行う三上都穂子さん、地域再生協働員として福
良地区への移住支援などを行う武政彰吾さんの４人が報
告を行いました。
　活動２年目の高杉さんは、「少しずつ、野菜のことや支
援事業のことが分かってきた。少量多品目栽培の推進とし
て、農家さんがいろいろな野菜を作って直売所に出荷して
みようと思う環境、認知され売れる環境づくりのお手伝い
をしたい」と話しました。

地域おこし協力隊・地域再生協働員

１年間の地域活性化活動を報告

01 （左から）武政さん、三上さん、高杉さん、黒田さん
02 令和４年度の活動について報告を行う高杉さん

0101

0202
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※本紙は 2月 16 日時点での情報を掲載しています。新型コロナウイルス感染症の影響で、紙面に掲載した内容が
変更となる可能性がありますので、ご了承ください

　「淡路島サクラマスご当地グルメ」が３月10日（金）から
５月末まで期間限定で提供されます。
　グルメ開発は今春で７年目となりました。今では淡路島
内全域で淡路島サクラマスのグルメメニューを提供してお
り、今年は 33 店舗が参加し、56 メニューが提供されます。
　お店の個性を最大限に生かした「こだわりの逸品」や、
サクラマス・サワラ・しらすを使った「5 月限定 春スター丼」
など、島食材が共演する多彩で個性的な春の創作料理をお
楽しみください。

　サクラマスはサケ科の魚で、河川で過ごすものをヤマメ、同
種ながら海へ下り銀化したものをサクラマスと呼びます。天然
物は、幻といわれる希少なグルメ食材です（山形県では県魚で
す）。
　雑味のない上品な旨味と濃厚な甘みが特徴。しっとりとして
肉厚で、３・４・５月と成長するにつれ、脂が乗り、味が少し
ずつ変化していきます。３月のサクラマスは１㌔以上であっさ
りめの上品な甘みです。しかし、５月になると２㌔超えのサク
ラマスも出てきて脂の乗りや甘みも変わってきます。月ごとに
味の違いを楽しむのも面白いです。

店舗とメニューの詳細
あわじ国ホームページ特別サイトを参照
https://www.awajikoku.com/sakuramasu
問食の拠点推進課　43-5224

淡路島
サクラマスとは…

淡路島の春の風物詩！
3 /10～5月

56


	P01　表紙
	P02～03　特集
	P04～05　市政ひろば
	P06～07　お知らせ１
	P08～09　お知らせ２
	P10～11　お知らせ３
	P12～13　お知らせ４
	P14～16　お知らせ５
	P16～17　瓦ばん１
	P18～19　瓦ばん２
	P20～21　瓦ばん３
	P22～23　いきいき健康生活
	P24～25　まちの動き・子育て広場
	P26～27　まちかどトピックス
	P28　裏表紙



